Infoport : The Chiba University Library bulletin by 千葉大学附属図書館 & Chiba University Library

　Nature 本誌のオンライン版がサイトライセンス化されました。アクセスは１ユーザ
に限定されず、IDやパスワードの入力も不要となりました。また、同時に下記姉妹誌の
電子ジャーナルが導入されました。
Nature Research Journals シリーズ（全7誌）
　(Biotechnology, Cell Biology, Genetics, Immunology, Medicine, Neuroscience, Structural Biology)
Nature Review Journals シリーズ（全5誌）
　(Cancer, Genetics, Immunology, Molecular Cell Biology, Neuroscience)
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　アジア各国・欧州各国の経済情報を中心としたニュースを日本語で提供する「NNA国際
ニュース」が利用可能となりました。
　各国の当日の新聞のヘッドラインを日本語で配信するEXPRESS、またアジアや欧州各
国の詳細記事を掲載するPower Asia、Power EU が利用できます。
　詳しくは、下記参照URLをご覧ください。
  http://www.ll.chiba-u.ac.jp/~kikaku/online/NNA.html　
  図書館ホームページ-[情報資源]-[プルダウンメニュー]
　　　　　　　　　　 [情報資源]-[新聞・ニュース]　　　にもリンクされています。
　大手学術出版社 Kluwer の電子ジャーナルが導入されました。人文社会科学系208タ
イトル、理工医学系436タイトルという構成で、合計644タイトルの充実したコレクショ
ンとなっています。
　電子ジャーナルはこちらからアクセスしてください。
  http://www.ll.chiba-u.ac.jp/~kikaku/online/el-journals_new.html
企画展示『昭和初期の千葉・空から見渡す街並み』の展示資料、「千葉県市街鳥瞰図 / 
松井天山. 聚海書林, 1989」（原画 成田山仏教図書館所蔵）より、『千葉市街鳥瞰』　（亥
鼻キャンパス周辺を抜粋）　
表紙:
　複数のデータベースをまとめて検索できる統合情報検索環境が、さらに便利になり
ました。
　・EJクロス検索にWileyInterScience・Ingenta・JSTORが加わり、５つのEJサービスを
　　まとめて検索できます。
　・国内OPAC検索として、千葉大学、WebcatPlus、国立国会図書館OPAC、千葉県立、市
　　立、都立のOPACが入りました。（横断検索はできません）
図書館ホームページ-［統合情報検索］　からアクセスしてください。
　　　　昭和初期の千葉－空から見渡す街並み
平成14年度第２回千葉大学附属図書館展示会
－ 松井天山『千葉県市街鳥瞰図』より
　平成14年11月１日 から12月１日 までの期間、
標記の展示会を開催しました。この展示会は、附属
図書館本館コレクション室所蔵の松井天山画『千葉
県街鳥瞰図（聚海書林複製　平成元年発行）』を紹
介し、昭和初期から現在の千葉県の姿を振り返ると
いう企画です｡　
　聚海書林で刊行した複製版は、鳥瞰図絵師松井天
山により昭和２年から昭和13年までに写された千
葉県の１市25町(現15市6町)の26枚の鳥瞰図です｡
原画は成田山仏教図書館等で所蔵しています。
　これらの鳥瞰図に写し出された街並みは、明治･大正の面影を残しながら、新しい息吹を
感じさせる昭和初期の千葉の町々の姿です。それぞれの鳥瞰図には街道筋に沿って建ち並
ぶ商店や民家、学校、施設、寺社などが一軒ずつ描かれ、家や商店の屋号や名前が書き込
まれ、千葉県の市や町の都市史、また近代商工業史における貴重な資料となっています｡
しかしそればかりではなく、かつての街並みを知る人々にとっては郷愁を誘う作品であり、
また現在千葉県に住みながら過去の千葉県を知らない多くの人々にとっては、新たな興味
を呼び起こす資料となると思われます。今回の企画展示は、鳥瞰図を通して千葉を知る、
また鳥瞰図そのものの楽しさに親しんでいただく展示会となりました。
　大正期以降、鉄道の発達にともない訪れた観光ブー
ムの中で、鳥瞰図は観光マップとして数多く作成され
親しまれました｡松井天山(本名 松井哲太郎)も大正か
ら昭和にかけて活躍した鳥瞰図絵師の一人ですが、当
時、鳥瞰図絵師として一斉を風靡した吉田初三郎と違
い、その生涯は謎に包まれており、経歴や縁故者など
の詳しいことはわかっていません。
　しかし、松井天山について調べを進めるうちに幸運
にも、本学教育学部助教授、中西僚太郎先生が千葉市
街鳥瞰図と松井天山について研究されていることが
わかりました。そこで早速、ご協力をいただき解説等の執筆をお願いしました。また、中
西先生のご協力により原図所蔵者、藤本一美氏のご許可の元に、松井天山の代表作『金龍
山浅草寺境内図』他２点の写真を展示させていただきました。
　松井天山による千葉県の鳥瞰図のうち今回展示したのは11点で、中西先生に解説を書い
ていただいた『千葉市街鳥瞰』では、「千葉医科大学」が薬学部・附属病院と共に建つ亥鼻
キャンパスの昭和初期の姿を見ることができます。また、亥鼻公園近くに教育学部の前身、
「千葉師範学校」があります。また『千葉県松戸町及明村鳥瞰』では、当時の「千葉高等
園芸学校」や後に「東京高等工芸学校」が移転し千葉大学工学部となる「工兵学校」を見
ることができます。このように昭和初期の鳥瞰図から千葉大学の成り立ちを目にすること
もできました。
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松井天山『千葉市街鳥瞰』
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　さて、大正から昭和にかけての鳥瞰図ブームの立役者
に、鳥瞰図絵師吉田初三郎がいます。この吉田初三郎の
鳥瞰図（原本）が、園芸学部分館「小寺文庫」に所蔵され
ていました。
　「小寺文庫」は、わが国造園学の発展に寄与された小寺
駿吉名誉教授の寄贈された蔵書です。「小寺文庫」は、造
園学関係の資料を中心としていますが、調査のため各地
を訪れ収集された図面や地図が多く含まれており、その
一点一点が細大もらさず保存整理されているという大き
な特色を持ちます。そして「小寺文庫目録」により吉田初
三郎の貴重な作品5点を探し出し、展示することができま
した。大胆でモダンなデフォルメと美しい日本的な色使いの「初三郎式鳥瞰図」を複製で
はなく原本でご紹介できた事もこの展示会の収穫の一つでした。
　千葉大学祭にあわせて開催が始まったこの展示会ですが、11月4日、午前6時55分のNHK総
合テレビ関東地方のニュースでその模様が紹介され、学内外を問わずテレビやラジオを視
聴された方々が訪れました。期間中アンケートとして寄せられたご意見の一部を下記に紹
介します。
　・鳥瞰図というものに大変興味関心がわいた。（学生）
　・学園祭の企画の中では、このような展示はなかなか良いと思います。今後も地道です
　　ががんばってください。（学外）
　・めずらしい写真や町並みに昭和初期の千葉県の歴史が感じられました。（学外）
　・鳥瞰図について興味深く見学させていただきました。単に地図というのではなく絵画
　　的な美しさに感動しました。（学外）
　・利根川流域の鳥瞰図も見てみたかった。（学生）
　・期間中、１、２回展示解説を行ってくれると、来館者にとって有り難い。(学生)
　・パネルの文字が大きく読みやすくきれいで良かったです。鳥瞰図の説明がわかりやす
　　く興味を惹かれました。(学生)
　・個人的にも地図を見るのがとても好きなので、今回の展示はとても興味深く見ること
　　ができました。次回の展示も期待しています。一つだけ、今回何故鳥瞰図を取り上げ
　　たのか、という趣旨目的が書いてあるとなお良かったです。(職員)
　・見ごたえのある展示でした。次回企画も期待しております。(学生)
　・図書館の前を通りかかり、案内を見て思わず入りました。大変面白い展示です。地図
　　のコピーが欲しいと思いました。(教員)
　・ヨーロッパの鳥瞰図との比較があるともっと良かった。前回の波の絵も良かったから
　　またこういうのをやってほしい。(学生)
　今回の企画展示は、昭和初期の千葉の街並みを伝える松井天山の鳥瞰図の面白さを、広
く利用者の方々に楽しんでいただきたいという趣旨で開催いたしました。地図のような一
枚ものの資料は、現行の一部の地形図を除けばコレクション室や書庫に保管され、必要と
する方以外はなかなか目にする機会の少ない資料です。展示により松井天山の鳥瞰図が、
多くの方々の目に触れ、興味を持っていただければ幸いでした。しかし今回はそれだけで
なく、中西先生に専門的な解説をいただいたこと、園芸学部「小寺文庫」に吉田初三郎の
鳥瞰図を発見したことなど、いくつかの偶然によりさらに発展性を感じさせる展示となり
ました。また、ポスター等に画像を掲載することを許可していただいた原図を所蔵する成
田山仏教図書館殿、原図の写真を展示することを許可していただいた藤本一美様など、多
くの方にご協力いただきました。ここに厚く御礼を申し上げます。
小寺文庫所蔵：
吉田初三郎の観光パンフレット
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　　　　学内情報発信アンケート結果報告　　
　附属図書館では、教官各位のご理解のもとに電子ジャーナル等の導入を進め、本学にお
ける学術情報の利用環境整備に努めているところですが、インターネットを中心とした情
報基盤が社会的に整備される中で、情報受信の環境整備だけでなく、大学が生産する学術
情報を収集し、広く社会に発信してゆく体制についても強く求められるようになってきま
した。昨年３月に公表された科学技術・学術審議会の『学術情報の流通基盤の充実について
（審議のまとめ）』(http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu2/toushin/
020401.htm)のなかでも、各大学において附属図書館を中心とした情報関連組織の連携に
よる、統一的な発信体制の確立が要請されています。
　附属図書館では、この要請に応えるべく、学内で生産された電子的学術情報（論文、実
験観測データ、教材、ソフトウェア、データベース等）を蓄積・保存し、効果的に発信して
いくために、「千葉大学学術情報リポジトリ（電子保存庫）」を中核としたシステムの検討
を開始しています。この度、リポジトリ構築に向けた予備調査の一環として、学内で生産
された電子的学術情報の現状を下記の要領で調査させていただきました。
　　　　アンケート実施要領
　　　　　　１．調査期間　平成14年10月10日～22日
　　　　　　２．調査対象　本学全教官（助手以上の現員1,243人）
　　　　　　３．回収枚数　340枚（平成14年12月5日現在）
　　　　　　４．回 収 率 　27％
つぎにアンケート調査の結果概要について簡単にご報告いたします。
[設問1] ウェブ上でどのような種類の情報を公開していますか
　「論文リスト・業績リスト」が26.9％ともっとも多く、ついで「研究プロジェクト情報」
が16.2％となっています。過去及び現在進行中の研究について公開している割合が高く
なっています。
[設問2] 今後の公開予定
　「学術雑誌に掲載された論文」及び「教育情報（シラバス等の講義情報）」が12.2％ともっ
とも多くなっています。論文のリストのみでなく、全文をウェブ上で公開したいという希
望がうかがえます。また今後は研究情報の公開のみでなく、教育情報の充実も考えておら
れる方が多いようです。
　誌面の都合により、以下は割愛させていただきますが、各調査項目とその集計値につい
ては次ページをご覧下さい。
　なお、自由回答欄にご記入いただいたご意見には、「Web にうまく（見やすく）作るには
デザインに精通した専門家が必要」「HP作成や管理のノウハウに関する講習がなく、一部の
詳しい教官・院生の負担が増している」「情報開示の具体的な作業を行ってくださる方が見
つかりません。組織的な対応を図って欲しいと思います」など、ウェブ・コンテンツの作り
方やサイトの管理等に苦慮しており、組織的な情報発信支援を望むという趣旨のものが多
くありました。
最後になりましたが、お忙しいところアンケートにご回答いただきました教官の皆さまを
はじめ、アンケート実施にご協力いただきました学内関係各位に感謝いたします。今後と
も附属図書館の事業につきましてご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。
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2002.12.05現在　回答数340(人)/1243(人）　回収率27%
[設問１] 
ウェブ上でどのような種類の情報を公開していますか
（複数回答可）
[設問２] 
今後の公開予定（複数回答可）
回答率(%)回答数
2.314 1. プレプリント
5.533 2. 学術雑誌に掲載された論文
1.27 3. 学位論文
26.9161 4. 論文リスト・業績リスト
16.297 5. 研究プロジェクト情報
8.853 6. 教育情報 
　　（シラバス等の講義情報）
4.527 7. 教育情報（電子教材等）
2.213 8. データ集
1.710 9. ソフトウェア
0.2110. 特許・実用新案
2.31411. 医療情報
21.412812. 公開していない
6.84113. その他
回答率(%)回答数
3.612 1. プレプリント
12.241 2. 学術雑誌に掲載された論文
4.816 3. 学位論文
8.933 4. 論文リスト・業績リスト
8.930 5. 研究プロジェクト情報
12.241 6. 教育情報
　　（シラバス等の講義情報）
7.124 7. 教育情報（電子教材等）
4.515 8. データ集
1.86 9. ソフトウェア
2.4810. 特許・実用新案
0.6211. 医療情報
29.810012. 予定していない
2.4813. その他
[設問３] 
上記の情報を公開している主なウェブ･サーバについて
(複数回答可)
[設問４] 
上記の情報に関してアクセス制限はありますか
回答率(%)回答数
87.6205 1. 学内
8.119 2. 学外(他大学）
4.310 3. 学外(商用）
回答率(%)回答数
93.4185 1. なし
2.55 2. 学内からのアクセスのみ許可
4.08 3. その他
[設問５] 
上記の情報の主なデータ形式（複数回答可）
[設問６] 
上記の情報の保存
回答率(%)回答数
60.4163 1. HTML
13.035 2. PDF
11.130 3. テキストファイル
11.932 4. GIF, JPEG
3.710 5. その他
回答率(%)回答数
41.376 1. 古い情報は削除し、保存しない
22.842 2. 古い情報は削除し、媒体に保存する
35.966 3. 基本的に削除しない
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　　次の方々から著書をご寄贈いただきました。ありがとうございました。（50音順　敬称略）
大江　靖雄　（園芸）
・グリーン・ツーリズムとむらまち交流の
　新展開／持田紀治編著.- 家の光協会, 
　2002-分担執筆
　（本館閲覧室3階　689.4/GUR）
澁谷　望　（文）
・音の力 : ストリートをとりもどせ／ 
　DeMusik Inter.編- インパクト出版会, 
　2002-分担執筆
　（本館閲覧室4階　760.4/OTO）
建石　隆太郎　（環境リモートセンシング）
・Global environmental databases:present
　situation; future directions vol.2 / 
　edited by Ryutaro Tateishi and David 
　Hastings -ISPRS WG IV/8 , 2002
　（本館閲覧室3階　519.8/GLO）
・Glossary of terms on desertification 
　/by Nikokai Kharin and Ryutaro Tateishi 
　-CEReS, Chiba University, 2002
　（本館学内出版物コーナー 454.64/GLO）
松田　友義,栗原　伸一,丸山　敦史（園芸）
・食品安全と栄養の経済学／ジュリ ・ーＡ. 
　カズウェル編著; 桜井倬治, 松田 友義 
　[ほか]　監訳.-農林統計協会, 2002 - 
　栗原, 丸山（翻訳）
　（本館閲覧室3階　611.4/SHO）
【 本　 館 】
中谷　晴昭（大学院医学研究院）
・薬とのかかわり:臨床薬理学／中谷晴昭,
　大橋京一編. - 日本看護協会出版会, 
　2001.- (シリーズ看護の基礎科学／大島
　弓子,数間恵子,北本清総編集;第7巻)- 
　共編
　（亥鼻閲覧室　WY100/SH）
服部　孝道（大学院医学研究院）
・神経内科シークレット／ Loren A. Rolak 
　[編];服部孝道監訳. -メディカル・サ
　イエンス・インターナショナル, 2002. 
　 -監訳
　（亥鼻閲覧室　WL100）
森崎　信尋（元大学院医学研究院）
・平成随想録／森崎信尋著.-近代文芸社,
　 2002
　（亥鼻閲覧室　914.6）
【亥鼻分館】
建石　隆太郎　（環境リモートセンシング）
・Global environmental databases:present 
　situation; future directions vol.2 / 
　edited by Ryutaro Tateishi and David 
　Hastings- ISPRS WG IV/8 , 2002
　（園芸閲覧室　519.8/G）
・Glossary of terms on desertification / 
　by Nikokai Kharin and Ryutaro Tateishi- 
　CEReS, Chiba University , 2002
　（園芸参考　454.64/G）
野島　博　(園芸)
・作物学事典／日本作物学会編 -朝倉書
　店, 2002 - 分担執筆
 （園芸閲覧室　615.03/S）
松田　友義,栗原　伸一,丸山　敦史（園芸）
・食品安全と栄養の経済学／ジュリー・
　Ａ.カズウェル編著 ; 桜井倬治, 松田 友
　義[ほか]監訳.-農林統計協会, 2002 - 
　栗原, 丸山（翻訳）
 （園芸閲覧室　611.4/S）
【園芸学部分館】
千葉大学附属図書館報 InfoPort No.5
　平成15年１月発行
　編集・発行 千葉大学附属図書館
　〒263- 8522　千葉市稲毛区弥生町1- 33 
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平成14年度第2回外国雑誌検討専
門委員会９月20日
平成14年度千葉市図書館情報ネッ
トワーク協議会（千葉センシティ
－タワー）
10月４日
国公私立大学図書館協力委員会
平成14年度シンポジウム（慶應義
塾大学）
10月10日
第53回国公私立大学図書館協力
委員会（早稲田大学）10月18日
国公私立大学図書館協力委員会
平成14年度第1回常任幹事会（早
稲田大学）
10月18日
平成14年度第2回附属図書館　　
亥鼻分館運営委員会10月22日
平成14年度第3回国立大学図書館
協議会理事会(東北大学)10月31日
第35回関東地区国立大学附属図
書館事務(部・課)長会議（筑波大
学）
11月13日
平成14年度第2回資料選定専門委
員会
11月14日
第15回国立大学図書館協議会シ
ンポジウム（東地区）（千葉大学）
11月26日
   -27日
平成14年度第3回外国雑誌検討専
門委員会
12月18日
